
令和４年度 第１１号
雫石地区の人口

男 3,688人（－10人）
女 4,040人（＋ 3人）
合計 7,728人
世帯数 3293戸（＋2）
( )内は前月末比
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雫石地区地域づくり会議
２月４日（土）中央公民館において雫石地区まちづくり
ネットワーク主催の情報交換会が行われました。

～テーマ～
【若者の地域参加～生き甲斐のある地域を創る】主催：雫石地区まちづくりネットワーク会議

加藤氏からは「100人100通りの地域づくりがあり、違いを活かし合うこともこれ

からの時代は価値になっていく。それを地域で発見しみんなで出来ればいい。」

と地域づくりの考え方に対する多様性について話していただきました。

質問タイムでは加藤さんが出す質問に参加者全員が〇×で

回答し、年に一度の草刈りに参加した時の経験談や、

「地域づくりって何をやること？」等、いま感じている

疑問や意見などを話していただきました。

2月4日（土）雫石地区まちづくりネットワーク会議主催

の情報交換会「RAINBOWTALK」が行われました。

“若者の地域参加～生き甲斐のある地域を創る”をテーマ

にトークゲストに加藤麻衣さんの講話を聞きました。

その後、約40分の情報交換会では参加者のみなさんの

それぞれの体験や想いを話していただきました。

加藤麻衣氏

トークゲスト：加藤麻衣氏

学生時代から、男女共同参画に関わり、男女年齢問わず

暮らしやすい社会を作るための様々な活動を行う。

夢は【生き甲斐のある世界を創る】こと。

1994年盛岡市生まれ

盛岡市議会議員/グラフィックデザイナー

アンケートにご協力ください。

★～RAINBOW TALKアンケート～★

“地域活動”“地域行事”に関する
アンケート実施中です。

こちらから☞

（R5年・3月末まで）



アイデアコンテスト採用企画の『しずくいし雪灯り』が
令和5年2月1０日（金）に開催されました。

大粒の雪が降り、ろうそくの灯が消え
ないよう傘でガード。趣があります。

～第６０９回句会作品～
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2月10日（金）「しずくいし雪灯り（主催：しずくいし雪灯り2022実行委員会、協力：雫石商工
会青年部・よしゃれ通り周辺JV.、雫石中学校）」が開催されました。7回目となる今回も、雫石町
まちおこしセンターしずく×CAN前を会場に、町内の子供たちの手によって絵が描かれた経木をつ
かった雪灯りや紙コップで作られた雪灯りが合計約1,000個設置され、会場を幻想的に染めていま
した。イベント会場に足を運ばなくても楽しめる取り組みとして、SNSを活用したキャンペーン
「雪灯りフォトコンテスト」が今年も実施され、自宅などで点灯したたくさんの雪灯りがSNS上に
投稿されました。静かな灯がたくさんの繋がりを生み、人々の心をそっと温めていました。

普段のサークルの様子や、皆さんの水墨画作品が紹介され

ました。また、アナウンサーさんが講師の清水恒夫さんの

ご指導のもと水墨画体験をしたりと、終始和やかな雰囲気

で皆さんの普段の活動の発表の場となりました。

※この様子は2月17日㈮めんこいテレビで放送されました。

２月６日（月）当館で活動しているサークル【水墨画雫石会】

（代表：小田晴世さん）がテレビ局の取材を受けました。

雫石公民館 サークル活動紹介
同行取材
しました！
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今年の冬は降雪も多く、公民館も除雪に追われて

いる毎日です。厳しい冬のおかげで春の訪れがと

ても待ち遠しく感じられるのも雫石の良さかもし

れませんね。

雪の降る中準備をするスタッフの方々


